
1. はじめに
ベネフィットリアライゼーション管理とは、ベネ
フィットを識別して、正式な戦略と整合させ、確実な
ベネフィットを実現 ( リアライズ ) するための一連の
プロセスとプラクティスの集合であり、それを実践す
るために予めベネフィットリアライゼーション計画を
立案する。

ベネフィットリアライゼーション計画とは、計画され
たベネフィットを達成するために必要な活動を概説す
る文書であり、時間の経過とともにベネフィットが完
全に実現することを確実にするためのタイムライン、
ツール、リソースを識別するものである。

ベネフィットリアライゼーションのようなアプローチ
は、多くのプロジェクト、プログラム、ポートフォリ
オ管理手法に明示され組み込まれている。

2.  期待されるベネフィットが意思
決定をサポートする
プロジェクトマネージャやプロジェクトチームは、プ
ロジェクトの詳細を重視し過ぎのことがある。しかし、
注目すべきはそのプロジェクトに対する期待されるベ
ネフィットであり、そのベネフォットをサポートする
ことに対して意思決定をすることを確実にするほうが
よい。

また達成目標を定義し、合意されたベネフォットの測
定方法を組み込むことが重要となる。そして、測定、
コミュニケーション、報告によってプロジェクトをサ

ポートし、適切な期待値管理を確実にすることに役立
てることができる。

3. ベネフィットリアライゼーション
計画
ベネフィットリアライゼーション計画には、「ベネ
フィット識別」「ベネフィット提供」「ベネフィット持
続」の３つを含める。

● ベネフィット識別
投資に対する期待されるベネフィット

● ベネフィット提供
意図されたベネフィット、および意図していなかった
ベネフィットの両方のリアライズをとらえる

● ベネフィット持続
戦略的目標の達成とベネフィットの持続を実現する

ベネフィットリアライゼーション計画は、プロジェク
トの早い段階で計画する。しかし、多くのベネフィッ
トの実現 ( リアライゼーション ) は、プロジェクト期
間中に完全に実現されるものは少ないかもしれない。
従って、計画の妥当性をチェックするポイントとして
は、期待されている期間の中で、計画されたベネフィッ
トを提供するスケジュールや活動を確実にすることで
ある。

4. まとめ
このベネフィットリアライゼーション管理というアプ
ローチは、SIAM® プロフェッショナル BOKで紹介さ
れているアプローチでもある。SIAM® では現在のオペ
レーティングモデルから、SIAM® オペレーティングモ
デルに移行するプロジェクトが実施される。そのため、
様々なステークホルダの期待値管理の一部としてコ
ミュニケーションや報告するためのベネフィットリア
ライゼーション管理を活用することが有効である。

ぜひ、プロジェクト管理、プログラム管理、ポートフォ
リオ管理の手法に組み込んでみることをお勧めした
い。
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